




 

1 歳の診断時(56 年度に報告)より 5-HTP,1-Dopa 併用療法を行い,1 歳 4 ヵ月よりテトラヒ

ドロビオプテリン(BH4)10㎎/日連日投与,1歳8ヵ月よりはCarbidopaを加えた治療を行っ

ている。 

 1 歳の時はほぼ DQ30 の発達であったが,1 歳 7 ヵ月児は新版 K 式発達検査で DQ46,2 歳 4

ヵ月時 DQ61 と遅れはあるものの全般的に良好な伸びがみられている。 

 BH4 投与により普通食摂取で血中 Phe は,ほぼ 4㎎/dl 以下にコントロールされている。 


